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審請求の不作為）」法学セミナー 63 巻 2 号 83 頁参照（2018 年）。
⑵　熊本地裁令和 2 年 2 月 26 日判決（LEX/DB25570745）。本判決の内容について、
内田博文「司法をめぐる動き（55）2020 年 2 月 26 日の菊地事件国賠訴訟判決につ































れる憲法 37 条 3 項違反については全体を見れば治癒されたと判断しその存在を否
定、再審許諾に繋がる可能性の高い事実の認定には慎重な姿勢を見せている。
⑷　鈴木茂嗣「憲法と刑事訴訟法との関係」松尾浩也編『刑事訴訟法の争点〔新版〕』
ジュリスト増刊 4 頁（1979 年）。

































































































ト・ＡＩと法』（有斐閣、2018 年）81-83 頁。）。ここでは、憲法 13 条の条文全体から、








































































憲法 13 条前段における個人の尊重、尊厳とは異なり、憲法 13 条後段
では、「生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利」を保障しているが、
他方で「立法その他の国政の上」での尊重について「公共の福祉に反しな
 尊厳−」判例時報 2306 号 3 頁（2016 年）を参照した。
⒂　個人の尊重は、日本国憲法における基本原理の一つである。以上に関して、赤坂












































































































　Esser, Auf dem Weg zu einem europäischen Strafverfahrensrecht 2001, S.99ff. 































































　佐藤幸治『憲法〔第 3 版〕』（青林書院、1995 年）462-463 頁。
　これまで無罪推定原則の理論的根拠は必ずしも明らかにされていないが、我が国
の刑事訴訟において同原則の妥当性は通常認められているといって良い。この点に
ついて、例えば、田口守一『刑事訴訟法〔第 7 版〕』209 頁（弘文堂、2017 年）371














































































































































ての検討」法学新報第 113 号 711 頁（2007 年）、拙著・前掲書・162 頁以下参照。
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